
 市民文教常任委員会会議記録（概要） 

 平成３０年３月１２日（月） 

 開  会（午前９時０分） 

 【議  事】 

 ○議案第２９号 所沢市非常勤の特別職員の報酬及び費用弁償に関する

条例の一部を改正する条例制定について 

 【補足説明】な  し 

 【質  疑】 

矢作委員 国民年金業務のうちの障害年金業務の増加傾向について伺いたい。 

  

浅野市民課長 業務全体の増加については、件数の増加というよりも、相談にかかる時

間がふえているということがございます。診断書の調査が年間８００件ぐ

らいあり、１月平均約７０件弱という状況です。精神障害を含め、相談内

容が難しくなっております。 

  

矢作委員 相談が難しくなっているというのは、障害年金に該当するかどうかの判

断に伴う相談がふえているということか。 

  

浅野市民課長 障害年金の相談というのは、特に精神的なものになると、いつからとか、

どのような状態だと年金が受けられるのか、どのような書類を用意してい

ただくかということも含めた相談業務が複雑になっております。 
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 【質疑終結】 

 【意  見】な  し 

 【採  決】 

 議案第２９号については、全会一致、原案のとおり可決すべきものと決

する。 
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 ○議案第４３号 所沢市斎場条例の一部を改正する条例制定について 

 【補足説明】な  し 

 【質  疑】 

矢作委員 和室が洋室になるとのことだが、部屋数は変わらないのか。 

  

浅野市民課長 部屋を１室増室したものと、和室を洋室に変えるという２つの工事をい

たしました。 

  

矢作委員 １階部分を増室したのか。 

  

浅野市民課長 シャワー室を１階におろし、待合室の並びの１部屋を待合室に改めたも

のです。 

  

浅野委員 市内居住者と市外居住者の使用料について、基準はあるか。 

  

浅野市民課長 基準がないということではありませんが、条例を制定したときからの経

緯を含めて変遷をしてきているということで、所沢市ではこのような違い

を設けております。 

  

秋田委員 火葬場の利用について、市内居住者と市外居住者の割合を伺いたい。 
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浅野市民課長 平成２８年度の火葬場の利用は、市内居住者が２，７４９件、市外居住

者が１，３８９件であり、例年２対１ぐらいの割合で市内居住者が多いも

のとなっております。 

  

秋田委員 浅野委員の質疑では市内と市外の基準がないとのことだったが、火葬や

待ち時間等、他市と比べても妥当なものか。 

  

浅野市民課長 市町村によってさまざまな考え方があり、所沢市では火葬については市

内居住者が５，０００円、市外居住者が６万円ということで、市町村によ

っては住民の方を無料にしているケースがあったりしますので、どこが妥

当かというのは難しいところだとは思います。現在の火葬場、式場等の使

用料の合計で指定管理料を賄えるぐらいの金額が収入として見込まれて

おり、使用料で運営ができているということは、適当な額ではないかと考

えております。 

  

秋田委員 市外居住者の利用で一番多いところはどこか。 

  

浅野市民課長 東京都清瀬市、東村山市に斎場がないということで、そのあたりの方が

多く利用されております。 

  

浅野委員 民間の葬儀場で葬儀を済ませ、火葬場を使用する方は待合室が必要なの



- 4 - 

か。 

  

浅野市民課長 そのとおりです。 

  

浅野委員 冬の時期に亡くなる方が多いが、火葬が混んでいるから式が遅くなるの

か、式場が混んでいるから遅くなるのか、どちらか。 

  

浅野市民課長 火葬だけであれば１日１６体火葬ができますので、それほどお待ちいた

だくことはないのかもしれませんが、市内にも葬儀場ができてはおります

が、式場の使用でお待ちいただくことが多いのかと考えております。 

  

松崎委員 式場の稼働率はどのぐらいか。また、冬のほうが多いのか。 

  

浅野市民課長 率は出しておりませんが、この時期は大体稼働しております。 

  

鈴木市民部長 全体の傾向で申し上げますが、ご遺体を焼くというのは法的権限のなか

で行政しかできないことになっております。基本、土葬もできません。そ

うしますと、それ以外の葬儀の部分についての民間の参入余地があります

ので、いろいろな葬儀社が入ってくる分だけ、行政が一式で行っていた前

後の行事的なものは民間と分かっていくという流れになっております。で

すから、特に繁忙期、閑散期というものもありませんが、また、時期的な
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ものも読みきれませんが、大きく言いますと冬場は多くなっております。

この時にはやはり、民間で式的なものはお受けいただいて、炉のほうは動

いているという作りになっております。 

  

浅野市民課長 昨年度の式場の稼働率についてお答えします。約９５％でございます。 

  

吉村委員 シャワー室を２階から１階に移したとのことだが、１階のどの辺に設け

たのか。 

  

浅野市民課長 事務室の奥にシャワー室、更衣室を設けました。 

  

吉村委員 これは宿泊者が利用するものか。 

  

浅野市民課長 そのとおりです。 

 【質疑終結】 

 【意  見】な  し 

 【採  決】 

 議案第４３号については、全会一致、原案のとおり可決すべきものと決

する。 
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 ○閉会中の継続審査申出の件について（特定事件） 

 閉会中の継続審査申出の件については、別紙の内容で申出を行うことと

決定した。 

  

 散  会（午前９時１４分） 

 



特定事件 常任委員会閉会中継続審査申出表 

 

平成３０年第１回（３月）定例会 

 

市民文教常任委員会 

１ 国際社会について 

２ 市民文化について 

３ 地域コミュニティについて 

４ 市民活動について 

５ 情報の共有と市民参加について（情報公開・市民相談・個人情報保護・広聴） 

６ 消費生活について 

７ 社会保障について（国民年金） 

８ 交通安全について 

９ 交通について 

１０ 社会教育について 

１１ スポーツ振興について 

１２ 生涯学習について 

１３ 学校教育について 


